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指圧，食事指導を含んだ 2 泊 3 日コースと，上記
の他アロマセラピー，ハーブ療法，運動療法，森






















































経系 102 例（脳血管障害 66 例），消化器系 94 例（急
性胃腸炎 52 例），循環器系 92 例（虚血性心疾患


































































浴を用いた呼吸訓練を 2 ヵ月間行った． 1） 1 秒













noradrenaline および adrenaline は大部分の例で
原則として circaseptan 周期のリズム性変動を示
した；2） 13 例の糖尿病患者で，血中 cortisol の
circadian リズムは治療経過とともに頂点位相値
の低下と振幅の狭小化をみた；3）運動・温泉療





















討した．45 分のプログラムを週 1 回，3 年以上






を行った．中高年者 25 例を，A 群（水中運動 70
分 + 温泉浴 20 分），B 群（水中運動 70 分 + 淡水




た．また A 群では C 群と比較し，運動浴後の気
分プロフィール検査（POMS）において，抑うつ












避けることを条件とした．使用期間は 3 ～ 20 週
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の産生能は治療開始 2 週後より 4，8 週後と抑制
された．ピークフロー値（PEF）は治療 2,4,6,8
週後に有意な増加がみられた．呼吸機能は治療開
始 4 週，8 週後に有意に改善した．その作用機序
を明らかにするため，同研究者ら 31）は喘息患者
の血清 eosinophil cationic protein（ECP）値に
対する併用療法の効果を検討した．白血球 LTC4



















としては，1）自覚症状 5 項目の内 ,『手足が冷え
る』,『手が冷えると色が変わる』,『手足の先が
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最近，上岡ら 44）は，中高年女性 56 名を無作
為に介入群 28 名とコントロール群 28 名の 2 群
からなる RCT を行った．介入群に対しては，週







間を延長して，それぞれ 3 ヶ月間および 6 ヶ月間
の温泉入浴と生活・運動指導による総合的健康教
育を行って 6 ヶ月後と 1 年後までフォローアッ
プした 45）．その結果，6 ヶ月介入群では，肥満度




























などが得られた．さらに，週 2 回，運動実践 30
分間に，温泉入浴 30 分間と水中運動 30 分間を
加えることで，コレステロールや中性脂肪，動脈




















喫煙については，光延ら 49）は気管支喘息 16 例
（喫煙者 8 例 , 非喫煙者 8 例）を対象に，HRCT
上の吸気時における肺の-950 Hounsfield units以
下の% LAA（low attenuation area），平均 CT
値，LAA の呼気 / 吸気比および残気量（% RV），
拡散能（% DLco）に及ぼす温泉療法の効果につ
いて，喫煙例と非喫煙例で比較検討した．その結



























































節リウマチ患者 6 例には，年齢で 75 歳未満に
お い て MHAQ（modified health assessment 
questionnaire）に有意な改善傾向がみられたた
が，罹患年数（15 年以上 ,15 年未満）と関係がな
かった 63）．しかし，この二つ研究は，いずれも
例数は少なかった．
振動障害患者の 142 症例に対し，6 週間にわた
り温泉浴に併せ物理療法と運動療法を行った．そ
の結果，「手指のしびれ」，「肘のいたみ」，「手の
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呂温泉への入浴（41℃，夜の 20 分 1 ～ 2 回，翌



















胞の割合は 36 歳以上および 35 歳以下のいずれ
の被験者においても増加し，温泉浴が NK 細胞
を活性化することが示された．短期入浴では，温
泉浴の前日 15 時と翌日 15 時の静脈血で，白血
球亜型は，35 歳を境界として若年層は減少的調
整を又，加齢層は増加的な調節を受けていた．又，
CD8 を除く全ての CD 陽性細胞も年齢と細胞数
増減率の間に正の相関を示した 67）．
我々は，富山県 J 町の住民基本台帳から無作為
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Isamu MATSUBARA
Comprehensive Studies on the Total Health Promotion that used the Spa.
- Review of Papers Recent 25 Years in Japan -
Abstract
　The rest that utilized a hot-spring cure and the making of medical treatment ground are pushed 
forward the people, and regain the health of mind and body. A climate, stimulation of the hot spring 
had considerable reaction in the central nervous system, an autonomic nervous system, endocrine 
system, immune system. 
　So, the author searched and read a lot of papers on the total health promotion used the spa and 
aimed at examining an effects of the spa comprehensively.  It was suggested that the spa had many 
effects on the total health promotion.
Keywords： Total health promotion, Spa cure, Spa use, Review
